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妊娠 出産 乳児 幼児 学童期

妊婦健診
１４回以上実施

産前・産後サポートケア事業
子育て経験者等の「相談しやすい相手」等による相談支援を行う

産後健診 乳幼児健康診査
法定：1歳６カ月児、３歳児

任意：新生児、３～４か月、６～７か月、
９～１０か月、1歳、2歳、５歳児など

新生児訪問

産後ケア事業
心身のケアや育児サポート等を行う

乳児家庭全戸訪問事業
生後４か月までの乳児のいる全ての家庭を訪問し、

子育て支援に関する情報提供や養育環境等の把握を行う

子育て援助活動支援事業（ファミリー・サポート・センター事業）
乳幼児や小学生等の児童を有する子育て中の保護者を会員とし、児童の預かり等の援助希望者と援助提供希望者との相互援助活動に関する連絡・調整を行う

一時預かり事業
家庭保育が一時的に困難となった乳幼児について、保育所等で一時的に預かり、必要な保護を行う

利用者支援事業
子ども及びその保護者等の身近な場所で子育て支援の情報提供及び必要に応じ相談・助言を行うとともに、関係機関との連絡調整を行う

地域子育て支援拠点事業
乳幼児及びその保護者が相互の交流を行う場を提供し、子育ての相談、情報提供、助言等援助を行う

子育て短期支援事業（ショートステイ事業・トワイライトステイ事業）
保護者の疾病等の理由により過程において養育を受けることが一時的に困難となった児童について、児童養護施設等に入所させ、必要な保護を行う

養育支援訪問事業
養育が必要な家庭に対して、その居宅を訪問し、養育に関する助言・指導等を行う
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・ 新生児マス・スクリーニング事業
・ 新生児聴覚検査

・ 未熟児訪問指導
・ 未熟児養育医療

不妊治療
死産・流産

プレコンセプション・
ケア

プレコンセプション・
ケア

成育サイクル成育サイクル

市町村の主な母子保健・子育て支援事業

妊婦のための
支援給付

妊婦等包括相談支援事業

こども誰でも通園制度

予防接種



◆ 母子保健法に基づき市町村が実施

法定健診：１歳６か月児健診、３歳児健診

◆ 地方交付税措置

法定健診＋３～６か月児健診、９～１１か月児健診

→令和５年度補正予算から、１か月児・５歳児健診が補助事業化

乳幼児健康診査事業（乳幼児健診）



健康診査
2018

年度
2019

年度
2020

年度
2021

年度
2022

年度
2023

年度

3～5か月児 95.8 95.4 94.0 95.4 96.1 96.1

1歳6か月児 96.5 95.7 95.2 95.2 96.3 96.9

3歳児 95.9 94.6 94.5 94.6 95.7 96.0

令和5年度地域保健・健康増進事業報告（厚生労働省）

◆ 全国的に高い受診率

◆ 未受診者に対する対策 → 全数把握を実施

乳幼児健診は全てのこどもの状態を把握する機会



《 個人に対して 》

・ 疾病スクリーニング

・ 育児支援

健康の社会決定因子

《 地域に対して 》

  ・ 地域全体の健康状態の向上

乳幼児健診の目的



乳幼児健診の実施時期と実施方法

出典： 子ども家庭庁 https://mchbook.cfa.go.jp/category04/page04_01.php（一部改変）

・ 集団健診
⇒市町村の保健センター

5歳

令和5年度
補助事業化

・ 個別健診⇒医療機関

令和5年度
補助事業化

https://mchbook.cfa.go.jp/category04/page04_01.php


カテゴリー スクリーニング対象疾病 3-4か月 1歳6か月 3歳

発育
成長
栄養状態

◎ ◎ 〇

発達

運動（遅れ、脳性麻痺） ◎ ◎ 〇

精神・言語（遅れ、発達障害） 〇 ◎ ◎

情緒・行動／社会性（遅れ、発達障害） 〇 〇 ◎

感覚器 聴覚、視覚 〇 〇 ◎

身体疾患
血液、皮膚(母斑)、運動器(股関節、脊柱)、循
環器(心雑音)、呼吸器、
消化器(ヘルニア、腹部腫瘤)、先天異常

◎ 〇 〇

心理・
社会的背景

育児環境、虐待
生活習慣(食事、排泄、睡眠)
母親のメンタルヘルス

◎ ◎ ◎

その他
既往歴(てんかん、アトピー、喘息等) 〇 〇 〇

事故防止、予防接種 ◎ ◎ 〇

乳幼児健診の時期とスクリーニング対象疾病

「データヘルス時代の乳幼児健康診査事業企画ガイド」（令和2年3月）別添資料を参考に作成

（◎：特に重点的に確認、○：確認）



発達障害の早期発見において、乳幼児健診は重要な機会

◆総務省（平成29年1月20日）

発達障害者支援に関する行政評価・監視＜結果に基づく勧告＞



乳幼児健診における支援までの流れ

出会い

つなぐ

市町村（こども家庭センター、保健センター等）

身体計測→問診→診察→
保健指導
相談支援

乳幼児健診

気づき

療育機関
（児童発達支援センター等）

医療機関
（病院、診療所）

民間機関
（児童発達支援事業所等）

保育・教育機関
（保育所、幼稚園、こども園等）

児童福祉機関

相談支援事業
育児相談、発達相談など

フォローアップ事業
親子教室、ミニ療育など

参考: 「乳幼児健康診査における発達障害の早期発見・ 早期支援のための取組事例に関する調査研究」報告書 平成31年3月



気づき 出会い つなぐ母子保健 療育

・ 診断前支援の開始
・ 専門的支援機関と連携

・ 支援者による早期発見
・ 保護者の気づきの場

・ 多職種と対面/支援者との出会い
・ 多角的・総合的に評価

乳幼児健診は、母子保健から必要な支援へ

           ― 気づき・出会い・つなぐ 支援 ―



◆ M-CHAT、PARSなどのツールの活用

         ・ 複数の自治体（広域）で統一する

  →連携先で生かされやすい

◆ 多職種による専門性を生かした行動観察

   ・ 保健師、心理職、栄養士、歯科衛生士など

   ・ 自由遊び、親子のコミュニケーション

   ・ 待合におもちゃや絵本の設置

◆ 個別相談（専門相談支援）の実施

   ・ 心理職の配置、巡回相談の活用 など

発達障害への気づきの工夫



処遇困難の内容 事例を受け持った者の数（％）

児の身体疾患 9 (11.0)

児の精神発達の問題 37 (45.1)

母親の身体疾患・精神疾患 21 (25.6)

父親の身体疾患・精神疾患 5 (6.1)

虐待 16 (19.5)

経済問題 29 (35.4)

在留資格 12 (14.6)

• 長野県内80市町村保健センターに勤務する保健師のうち295人を対象とした調査

• 対象：勤務受け持ち地区に在日外国人母子がいると回答した156人の内、処遇困難事例を受け持った者82人

※日本人と同様の処遇ができなかったとの回答は、29人（35.4％）

奥野ら，小児保健研究, 518-525

外国につながりのある母子に対する処遇困難事例の状況



愛知県・岐阜県・三重県（12自治体）の母子保健、保育、子育て支援の担当部署職員を対象としたアンケート調査

◆ こどもの発達の問題について説明することが難しい

    ・ 意味が伝わらないことが多い

・ 「個性」と捉える方が多く、療育につなげることが難しい

◆ 文化の違い

    ・ 相手の文化を尊重しつつ、必要な支援を提供することが困難

  （例： 離乳食、食生活、生活リズムなど）

・ 育児状況が、文化的な背景によるのか不適切なケアか判断困難

◆ コミュニケーションの難しさ

    ・ 複雑な訴えになると意思疎通ができないことがある

      ・ (自国にない) 制度の仕組みが理解できない

外国人支援・多文化共生ネット．外国人住民への子育て支援白書（2022.12）を参考に作成

母子保健・保育分野で外国人の対応が難しい具体例



◆ 外国語版資料の活用

      ・ 健診の通知、健診票、外国語パンフレット

◆ 通訳の活用

      ・ 通訳の依頼、通訳との連携強化

◆ 両親の言語・文化の確認

      ・ 言語、母国の育児の考え方、生活習慣、宗教観等

◆ 関係機関との連携

・ 心理職との連携

            ・ 地域の関係機関との連携

      ・ 外国人関連団体を通じた支援

鈴木ら，日本公衆衛生看護学会誌，7(2); 2018を参考に作成

外国につながりのあるこどもへの気づきや支援のための工夫



こども家庭庁：https://mchbook.cfa.go.jp/category03/index.php



こども家庭庁：https://mchbook.cfa.go.jp/category03/index.php



こども家庭庁：https://mchbook.cfa.go.jp/pdf/R5_%20supporter_lea.pdf



◆  コミュニケーション

・ 対象者の母国の言語、文化、制度を理解する

・ 円滑にやりとりするための工夫をする

・ 外国語版資料の活用や通訳との連携

◆ 関係者・関係機関との連携

 ・ 支援に関わる専門職、専門機関と連携

・ 地域での生活に関わる関係者・関係機関との連携

・ 通訳や外国人関連団体を通じた支援

外国につながりのあるこども・家族への支援のポイント



平成30年度厚生労働科学研究（山縣班）「健やか親子２１（第2次）中間評価を見据えた調査研究
第7回成育医療等協議会（2022年5月18日）資料１－①

平成29年度 13.0%

平成29年度 23.9%

平成29年度 33.8%
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平成29年度

81.3%

令和２年度

81.8%

目標95.0％

育てにくさを感じる親



Bio-Psycho-Social

育てにくさの要因

こども
の要因

保護者
の要因

こどもと保護者の
関係性の要因

こどもと保護者をとりまく
環境の要因



◆ こどもに起因するもの
･ 発達のバリエーションによる遅れ、早産低出生体重児

  ・ 障害・疾病：発達障害、身体障害、アレルギー疾患 など

◆ 親（保護者）に起因するもの
・ 子育て経験の未熟さ、仕事との両立

・ 生理的な心身の変化：マタニティブルー、月経前緊張症

・ 障害・疾病：発達障害、知的発達症、身体障害、精神疾患 など

◆ 親子（家族）関係に起因するもの
・ こどもへの無関心、過干渉（依存）

・ 相性：潔癖症の親とルーズなこども

・ アタッチメント形成 など

◆  親子（家族）をとりまく環境に起因するもの
・ 家族（パートナー、祖父母など）の支援状況、ひとり親、ステップファミリー

・ 地域の人との関係、保育・教育環境、慣習、文化・宗教

・ メディアやインターネット情報、保健・福祉サービス状況 など

育てにくさの要因

外国につながりのある
発達障害のこどもは、

家族の感じる
“育てにくさ”に

複数要因が関与しうる



こどもへ

親（保護者）へ

環境へ
親子（家族）関係へ

直接的な成長・発達の支援
遊びの教室、ことばの教室、発達支援 など

直接支援機関への支援的・調整的支援
保育園・幼稚園・認定こども園
地域子育て支援活動 などへのアプローチ

親への直接的な育児支援
子育て教室、ペアレント・トレーニング

親の心身を豊かにする支援
一時保育、リフレッシュ

経験を共有し合う仲間づくり など

子育てと並行する親の自己実現への支援
就労保育など制度上の支援 など

親子がともに生きていく経験をすることの支援
親子の信頼関係・愛着関係の基礎作り
→親子がともに育ち・育て合う
マタニティクラス、親子教室、子育てサークル など

家族全員で子育てするための支援
父親教室、孫育て講座、ピアカウンセリング など

安心した生活を送れる環境支援
経済基盤、住宅環境の状況確認
資源の紹介・調整、資源の開発 など

地域の一員として孤立しない支援
コミュニティネットワークの形成、地域活動 など 小倉、2017

育てにくさの要因とその支援



◆ 乳幼児健診は、すべてのこどもと家族の状態を把握し（気づき）、地域の支援者と

対面し（出会い）、必要な支援を提供する（つなぐ）機会となっている。

◆ 外国につながりのある家庭へ母子保健サービスを提供するに際して、

コミュニケーションの工夫と関係者・関係機関との連携が重要となる。

◆ 保護者の感じる「育てにくさ」に対して要因を整理し、必要な支援につなげるよう

工夫が必要である。

こどものウェルビーイング（＝こどもまんなか）が最優先
親・養育者の「育てにくさ」に真摯に向き合い、親子とともに歩む支援

本日のまとめ
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